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会とそのネットワークづくりであることを
問うことにある。四国アイランドが、一つ
のコミュニティとして成り立つために、協

同集会の準備を収斂させていきたい。その
結集軸は「仕事おこし」である。

　残暑厳しい日本を抜け出し、岡安副理事
長とともに北京で開催されたICA−AP総
会（2010/9/02−05）に参加してきました。
じつは随分前になりますが、機会に恵まれ
北京に留学した経験があります。その後、
再訪することもないまま時が経ち、この度
懐かしの地に十数年ぶりに降り立ちました
が、そこはまったく私にとって見ず知らず
の場所と化しておりました。
　街はオリンピックを境に大きな変化を遂
げ、街なかの様子も人びともすっかり変
わっており、北京風物（？）であった自転車
やバスを使った朝の通勤、通学の様子も
すっかり自家用車や電動自転車に取って代
わりました。町は区画整理で高層ビルが立
ち並び、道路は拡大拡張され、屋台街やリ
ヤカーで荷を運びこんでいた自由市場など
は人びとともに一掃され、「あのリンゴ売
りや野菜売りの人たちはどこへ行ったんだ
ろう」と、一抹の寂しさを覚えました。
　北京の人びともとても洗練され、皆手に
は携帯電話、デジタルカメラを携え、マナー
もすっかり西洋化して、お店に入れば店員
が柔和な笑顔で迎え入れてくれました。つ
い以前と比べてしまい、本当にこれは同じ
国だろうか…とすら思えるほどでした。
　ICA−APへの参加のほかに、今回はもう
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一つ楽しみにしていたことがあります。総
研理事でもある大高研道先生のご紹介で、
北京市に四つある重点大学の一つ、北京師
範大学の余 暁敏准教授を訪問してきまし
た。余先生は北京師範大学の社会発展およ
び公共政策学院の所属で、主に中国国内に
おける労使関係などをテーマに研究されて
きましたが、現在は社会的企業に注目し研
究調査を始められたところだそうです。労
使関係から社会的企業へと関心が移行した
背景には、加速する中国の市場経済化を前
に拡大する社会的弱者の救出を考え、より
具体的な手段となり得る社会的企業に興味
を覚えたそうです。今後は欧米や日本など
の実践を研究し、中国での社会的企業の育
成に少しでも貢献したいと考えていらっ
しゃいます。ソーシャルインクルージョンに
取り組む労働者協同組合の活動にもたいへ
ん共鳴してくださり、ぜひ東アジア圏でのこ
うした研究グループを作りたい！という熱い
思いを語り合い、再会を約束しました。余
先生には近々、「協同の發見」にて中国の社
会的企業の現状についての報告をご寄稿し
て頂くことになりましたのでお楽しみに。
　ICA−APの総会については後日、本紙で
報告いたしますが、初めて参加した総会は
とても良い勉強の機会となりました。しか
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　　　　　　　　研究所活動日誌
08/01（日）　全国講座・訓練会議（大塚／田嶋、

走井、榎本）

08/03（火）　第7回全国協同集会実行委員会

（高松／田嶋、榎本）

08/04（水）　市民会議埼玉との共同研究打合

せ（田嶋）

08/05（木）　長友祐三氏（埼玉県立大学准教

授）訪問（田嶋、榎本）

08/06（金）　協同組合学会常任理事会（田嶋）

08/08（日）　連合新潟主催結成20周年シンポ

ジウム（田嶋）

08/17（火）　第7回愛媛県協同集会実行委員会

08/21（土）　「農山村再生と協同労働」農工大

学との共同研究事務局会議

08/23（月）　市民会議・埼玉との共同研究事務

局会議（田嶋、玉木）

08/24（火）　全組合員会議

08/25（水）　明治大学塚本ゼミ生研究所訪問

／協同組合学会事務局会議（田嶋）

08/26（木）　協同集会プレ企画丸亀商店街視

察と大江正章氏、古川康造氏対談

（榎本）

08/28−29（土−日）　共同連宮城大会（田嶋、

榎本）

　　　　　　　　新入会員（2010.8.1 ～ 8.31）

蔦谷 栄一氏（農林中金総合研究所　特別理事）

し、私にとってのいちばんの成果は「協同
組合員」意識への刺激でした。
　アジア地域各国から協同組合人が集い、
意見を述べ合う場でもある総会は、各人の
報告を通じて世界情勢の変動を直に感じる
場でもあり、直面した危機に協同組合がい
かに対峙し、課題克服へ取り組むか、そう
したことを当事者性を持って考える場とも
なります。「2008年の世界経済恐慌以降、
安定しない世界経済や社会状況に対して協
同組合の価値を見直し、確認し、それを各
国で普及しよう」、「国連が採択した＜国際
協同組合年＞やILO（国際労働機関）による
＜協同組合の振興に関する勧告＞採択十周
年の節目にあたる2012年に向けて、協同組

合運動を促進させ、普及しよう」、そうし
た思いを仲間と共有し合った場となり、次
回の再会を誓い合いました。
　次回総会は2012年、開催地は神戸です。
今回知り合った仲間との再会を今から楽し
みにしつつ、少しは語学を勉強しよう�と
反省する日々です。

余 暁敏先生と北京市内にて
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